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広島大学国際センター 

広島大学短期交換留学（HUSA）プログラム 派遣留学報告書 

  記入日 平成 28年  1月  20日 

所 属 学 部 ・ 研 究 科 教育学部 ２年次（留学開始時点） 

留 学 先 大 学 ユヴァスキュラ大学（国名：フィンランド          ） 

所 属 学 部 ・ 学 科 等 名 教育学部 教師教育 (OKL) 

在 籍 身 分  交換留学生 

留 学 期 間 平 成  2 7 年   9 月  1  日 ～ 平 成  2 7 年   1 2 月  3 1  日 

１．渡航について 

ビ ザ に つ い て 

 

ビザの種類： 学生在留許可 

ビザ申請先： 在日フィンランド大使館 

取得方法，提出書類： ネットで申請の後、東京の大使館を訪問。英語でかかれた、健康保

険書、パスポートのコピー、受け入れ大学からの受け入れ証明書、銀行口座の残高証明を

ネット申請の際に添付し、大使館にも持参する。 

 

手続きに要した日数：３週間 

そ の 他 必 要 な 

事 前 手 続 き 

 

出 国 年 月 日 平成  ２７年  ９月  １日 

経 路 成田国際空港—ヘルシンキヴァンター空港 （直行便） 

現 地 で の 出 迎 え  □有（・大学関係者 ・その他）    ■無 

到着後オリエンテーショ

ン の 実 施 状 況 ・ 

期間・内容 

全体に向けたオリエンテーションが４日間程度あります。大学について、フィンランド

について、街について、暮らし方、授業について等色々な話を聞きます。留学生３〜４

人につき１人学生チューターがついているのですが、その方が大学や周辺の案内をして

くれます。 

帰 国 年 月 日 平成 ２８ 年  １月  １日 

経 路 ヘルシンキヴァンター空港—成田国際空港（直行便） 

２．留学経費について 

所

要

経

費 

総額 800000 円 

内訳 

渡航費 200000 円 

保険料 60000 円 

教科書代(学費) ０ 円 

宿舎費 140000  円 

食費     100000 円 

その他（  旅行  費）

（      費） 

（      費） 

300000 円 

円 

円 

３．授業について 
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  ２年   秋学期         ９ 月    １〜２週目   ～     １２ 月    ５ 日 

年   学期          月    日   ～      月     日 

年   学期  月    日   ～      月     日 

年   学期          月    日   ～      月     日 

授業の概要について

（カリキュラム，プロ

グラム等） 

広島大学での所属と関係なく向こうでの学部を選べますし、自分の選んだ学部が開講してい

るもの以外からも授業が履修できます。 

単位互換希望の有無 

 

■有    □無 

※有の場合，所属学部支援室へ提出の単位認定申請書類のコピーを添付すること 

学術面に関する後輩へ

のアドバイス 

一つ一つの授業が濃くて重いので、あまり欲張って履修しすぎると大変です。 

４．生活等について 

（１）留学先の住居について 

住居の種類 ■大学の寮  □アパート  □ホームステイ  □その他（     ） 

住居の広さ 約       ㎡  同居人の有無 ■有（ １ 人） □無 

住居に附属する設備 ■電気  
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日常的な健康について

不安が 

□あった  ■なかった 

あった場合その理由： 

留学先国の医療事情 

（日本と比較して） 

 

留学先での健康管理，衛

生面について特に注意

すべきこと 

とても寒いので防寒をしてください。冬には日照時間が減るので、人によっては体調が悪くな

ります。その対策として、スーパーに売っているビタミン剤を飲むと良いです。ヒーターがガ

ンガンについている部屋だと乾燥がひどいです。水道水は東広島より美味しいです。 

（３）危険を感じた地域，状況 

日本より治安は良いと思います。 

ただ、自転車の盗難にだけは気をつけてください！ 

（４）その他生活等に関して参考となる事項 

フィンランド人は英語が流暢です。街の中ではたいていの人が英語を話せるので、わからないことがあれば聞いてみると

良いと思います。 



学習の概要に関するレポート 

 

 私は広島大学で教育学部の教員養成系コースに所属しているため、派遣先大学でも同

じようなコースを選びました。私が受講したのは、教育系の授業４つ、英語の授業１つ、

フィンランド語の授業１つです。 

 基本的には、１コマあたり９０〜１５０分の授業が週に一度でしたが、単位数や授業

の回数、教室等、日本と比べると少し変則的なので、履修登録の際は注意してください。

また、一つ一つの授業が大変なので、あまり多く履修しすぎると予習、復習が大変です。 

 授業によって講義スタイルが大きく異なります。私の場合、個人もしくはグループで

プレゼンテーションをするもの、教育フォーラムに参加するもの、ディスカッションを

するもの等様々でした。留学生向けに開講されている授業を履修するので、フィンラン

ドの教育についてだけでなく、世界各国の教育について学べました。私の受講したもの

の１つは、大学院生向けのものだったので、予習やプレゼンテーションで多くの論文を

読んだり、専門的で難解な授業を受けたりと大変でした。 

 私が一番好きだった授業は、フィンランド語１です。初級者向けに開講されているの

は主に、「Survival Finnish」と「Finnish 1」で、前者は授業回数５〜６回と少ないの

ですが、後者は週に３回と、とてもハードです。フィンランド語学習を始めたばかりの

人だらけでしたが、初級者とは思えない人も多くいて、とても刺激になりました。全く

知らない言語を学ぶのはとても刺激的で、面白いと思うのでオススメです。フィンラン

ド人の英語はとても流暢ですが、やはり母語で話しかけられた方が親しみやすいと思い

ますし、自分のフィンランド語が通じた時はとても嬉しいです。 

 Each One Teach One という授業（広島大学でいうと会話パートナー）では、２人

１組で、お互いの言語を教えあうことができます。私の日本人の友達たちの場合、フィ

ンランド人とペアを組む人、ドイツ人と組む人等様々でした。言語能力を高め合うだけ

でなく、仲を深めて、休日に遊んだりしていたので、良いなあ、と思いました。 

 私は９月に渡航したのですが、８月中旬から英語とフィンランド語の授業が開講して

いるので、参加するのをお勧めします。 

 授業とは別に、学部長の先生が企画してくださった、附属小学校見学ツアーに２度参

加しました。大学内に小学校があり、４５分間、児童がガイドしてくれます。小学生な



生活の概要に関するレポート 

 フィンランド人は英語が流暢に話せるため、フィンランドでの生活は想像していたほ

ど大変ではなかった。しかし、表示はほとんどフィンランド語かスウェーデン語であっ

たため、買い物などで困難は多少あった。 

 住居は寮の２人部屋であった。トイレ、シャワー、台所が共用である。私のフラット

メートは香港人であった。はじめに掃除などの分担を話し合っておらず曖昧だったため、

役割分担はあらかじめしておいたほうが良いと感じた。私は比較的フラットメートと良

好な関係であったが、同居人で苦労している日本人の友人もいた。ある友人は、スペイ

ン人２人と共同生活を送っていたが、彼らは他の国の人と大きく生活スタイルが異なる

ようで、友人は悩んだ末、他の寮に引っ越す手続きをした。もし、なにか住まいに関し

てトラブルがあった場合は、寮の事務局に伝えると対応してくれる。 

 寮のセキュリティーは十分すぎるほど厳重であった。私の寮の場合は、カードキー＋

鍵がひとりひとりに支給された。オートロックであるため、カードキーを部屋の中に忘

れて学校に行ってしまうと、締め出されてしまう。その場合、フラットメートの帰りを

待つか、寮の事務局に連絡するか（かなりの確率で閉まっている）しなければならない

ため、注意が必要である。私は何度もカードキーを忘れたため、フラットメートにかな

り迷惑がられた。 

 寮によっては、スポーツジムがあり、自由に使うことができる。朝早くから夜遅くま

で開いていたので、暇な時はよく利用した。 

 お金に関しては、ほとんどの店でクレジットカードを使うことができた。カードは念

のため２枚持っているとよい。（私は旅行先でカードを紛失してしまったため。）生活に

必要なものは、セカンドハンドショップ等にて中古で購入した。 

 フィンランドの店は早く閉まる。最近はスーパーの営業時間がすこし伸びたようだが、

それでも営業時間に注意して買い物をしに行かなければならない。祝日にはどの店も開

いていないので、あらかじめ買いだめしておく必要がある。（クリスマス休暇中も店は

空いていない。） 

 休暇中には、旅行に行くべきである。私は国外では４カ国、国内の都市もいくつか訪

れた。日本人の友達でも外国人の友達でもいいので、誰か誘っていけば、心強いだろう。 

 生活に慣れるまでは苦労することも多かったが、貴重な経験となった。私は、１年次

に START プログラムに参加した。その時は、「訪れる」という感覚で滞在したが、今

回ははじめて海外で「暮らす」ことができた。短い間であったが、数週間の研修とは違

った異文化理解をすることができたと思う。フィンランド、ユヴァスキュラに出会えて

本当に良かったと思う。 


